
そ
の
水
の
先
に

愛
知
用
水
夢
物
語

持
ち
続
け
た
い
先
人
へ
の
感
謝
の
思
い

知
多
半
島
の
水
不
足

　

知
多
半
島
は
、
大
き
な
河
川
も
な
く
、

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
降
雨
量
が
少
な
い

た
め
、
昭
和
30
年
代
ま
で
毎
年
の
よ
う
に

干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
昔
か
ら
た
め
池
な
ど

に
雨
水
を
た
め
、
時
に
は
地
下
水
を
つ
る

べ
で
水
を
く
み
上
げ
、
耕
作
に
利
用
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
木
曽
川
の
豊
富
な
水
を
知

多
半
島
へ
引
く
こ
と
は
、
農
家
の
人
た
ち

の
長
年
の
夢
で
し
た
。

戦
後
の
大
干
ば
つ
と
愛
知
用
水
運
動

　

昭
和
22
年
、
知
多
半
島
を
大
干
ば
つ
が

襲
い
、
農
作
物
が
枯
れ
る
な
ど
の
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。
終
戦
直
後
で
、
国
内

は
食
料
が
不
足
し
、
国
民
全
て
が
飢
え
に

苦
し
ん
で
い
る
時
期
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
知
多
の
農
家
の
久
野
庄

太
郎
さ
ん
は
、
農
家
の
仲
間
と
、
木
曽
川

か
ら
知
多
半
島
ま
で
水
を
引
く
と
い
う
愛

知
用
水
の
実
現
に
向
け
、
用
水
運
動
を
起

こ
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
に
共
感
し
、
協

力
し
た
の
が
、
当
時
安
城
農
林
学
校
で
教

員
を
し
て
い
た
濱
島
辰
雄
さ
ん
で
し
た
。

　

濱
島
さ
ん
は
、
木
曽
川
か
ら
知
多
半
島

ま
で
現
地
調
査
を
行
い
、
わ
ず
か
３
カ

月
で
「
愛
知
用
水
概
要
図
」（
４
ペ
ー
ジ
）

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
概
要
図
は
、

そ
の
後
に
実
際
に
建
設
さ
れ
た
愛
知
用
水

幹
線
水
路
の
位
置
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
内
容
で
し
た
。

　

用
水
運
動
は
「
知
多
半
島
へ
農
業
用
水

を
」
と
い
う
農
民
の
願
い
に
加
え
、
中
京

圏
の
飲
料
水
と
工
業
用
水
の
確
保
と
い
う

地
域
全
体
が
発
展
す
る
た
め
の
壮
大
な
夢

に
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
、
二
人
は
農

林
省
（
当
時
）
へ
愛
知
用
水
建
設
の
陳
情

に
行
き
、
そ
れ
は
当
時
の
吉
田
茂
首
相
の

耳
に
も
入
り
ま
し
た
。
吉
田
首
相
へ
の
陳

情
の
機
会
を
得
た
二
人
は
、「
愛
知
用
水

概
要
図
」
を
広
げ
て
愛
知
用
水
の
実
現
を

訴
え
、
農
民
の
夢
が
国
の
事
業
と
し
て
動

き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地下水をつるべでくみ上げる※

　愛知用水取入口（岐阜県八百津町）

愛知用水夢物語　その水の先に 2



戦
後
初
、
国
家
の
一
大
事
業

　

愛
知
用
水
は
、
水
源
地
と
な
る
長
野
県

王
滝
村
と
木
曽
町
に
お
け
る
ダ
ム
建
設
、

岐
阜
県
八
百
津
町
で
木
曽
川
か
ら
水
を

取
り
入
れ
る
兼
山
取
水
口
か
ら
南
知
多
町

ま
で
を
自
然
流
下
す
る
幹
線
水
路
１
１
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
そ
の
支
線
水
路
１
，

０
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
建
設
、
幹
線
水

路
の
水
を
調
整
す
る
た
め
の
調
整
池
の
造

成
、
そ
し
て
用
地
の
取
得
な
ど
を
行
う
も

の
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
と

い
え
る
ほ
ど
壮
大
な
事
業
で
、
戦
後
の
疲

弊
し
た
日
本
単
独
で
は
実
現
で
き
な
い
ほ

ど
莫
大
な
費
用
が
必
要
で
し
た
。

　

建
設
に
伴
う
費
用
の
一
部
は
、
世
界
銀

行
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
借
り
入
れ
の
条
件
と
し
て
「
５
カ
年

で
事
業
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
」「
海
外
専

門
家
の
技
術
援
助
を
求
め
る
こ
と
」
な
ど

が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
、
事
業
の
主
体
と
な
る
愛
知

用
水
公
団
（
現
在
の
水
資
源
機
構
）
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
最

先
端
の
技
術
と
建
設
機
材
を
保
有
し
て
い

た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ロ

ア
ー
社
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

契
約
を
結
び
ま
し
た
。
Ｅ
Ｆ
Ａ
は
、
大
型

牧尾ダム（長野県王滝村）※

※の写真は「独立行政法人水資源機構愛知用水総合管理所」提供愛知用水夢物語　その水の先に3



土
木
機
械
の
使
用
や
設
計
技
術
の
標
準
化

の
み
な
ら
ず
、
安
全
へ
の
意
識
な
ど
、
そ

の
後
の
日
本
の
土
木
技
術
に
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
に
は
、
水
源
地
と
な
る
牧
尾

ダ
ム
と
、
木
曽
川
か
ら
取
水
す
る
兼
山
取

水
口
と
、
水
を
流
す
水
路
の
工
事
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｆ
Ａ
と
日

本
の
技
術
者
は
、

優
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
と
最
新
鋭
の

重
機
を
使
い
、

起
伏
の
あ
る
地

形
に
人
工
河
川

と
も
い
え
る
愛

知
用
水
を
、
わ

ず
か
４
年
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
36
年
９
月
30
日
に
は
、

木
曽
川
の
水
が
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余

の
愛
知
用
水
を
流
下
し
、
知
多
半
島
の
先

ま
で
届
き
ま
し
た
。
久
野
さ
ん
と
濱
島
さ

ん
、
そ
し
て
知
多
半
島
の
農
民
の
夢
が
、

長
い
年
月
を
経
て
実
現
し
た
日
で
し
た
。

愛
知
用
水
が
潤
し
た
も
の

　

総
合
利
水
計
画
と
し
て
行
わ
れ
た
愛
知

用
水
は
、
農
業
用
水
、
飲
料
水
、
工
業
用

水
を
こ
の
地
域
に
届
け
て
い
ま
す
。

愛知用水概要図※（濱島辰雄氏製作）

愛知用水取入口
（岐阜県八百津町）
兼山ダム貯水池の取
水 口 か ら 112 キ ロ
メートル先の知多半
島先端まで木曽の水
が送られています。

建設中の東郷調整池（愛知池）※
写真中段の傾斜部分が堤防、奥が調整池です。

愛知用水完工記念碑
愛知用水公団初代総裁の
濱口雄彦氏の碑銘が刻まれて
います。
「この木曽の水は　百年の
夢をうつつに愛知用水
として濃尾の野をうるほす　
ゆくてに幸多かれ」

日米の技術者が工事を進めた※

※とうごうチャンネル8月号は、愛知用水をテーマに放送します。詳しくは、裏面をご覧ください。 愛知用水夢物語　その水の先に 4



建設に携わった技術者の思い

　食糧の増産は、終戦後の日本において最重要目標の一
つでした。私は、終戦後に食糧増産計画を所管する農林省
（当時）の開拓局に技術者として入りました。
　当時、久野庄太郎さんと濱島辰雄さんが中心となった
愛知用水建設の陳情が吉田茂首相に行われ、愛知用水計
画が動き出しました。
　私は、計画づくりに参加し、その後愛知用水公団に出
向。戦後日本の一大事業である愛知用水事業に技術者の
一人として参加しました。
　愛知用水の中間地点に位置する愛知池は、水を調整す
る大切な役割を果たしています。当時は、諸輪地区で大

変な反対運動がありました
が、最後には地権者の皆さ
んの協力が得られ、愛知池
を造ることができました。
　私たちは、水源地の皆さ
ん、愛知用水、　愛知池の用
地の所有者の皆さんの犠牲
と協力があって、現在、当
たり前のように水を利用で
きているということを決し
て忘れてはいけません。

東郷調整池（愛知池）※

観音像山田光敏さん（和合ケ丘）

い
ま
す
。

　

愛
知
用
水
は
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
動
力
を
一

切
使
わ
ず
、
高
低
差
を
利
用
し
、
水
源
地
か

ら
知
多
半
島
ま
で
水
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
池
は
、
上
流
の
水
を
い
っ
た
ん
貯

め
て
、
水
量
を
調
節
し
な
が
ら
下
流
へ
流

し
て
い
ま
す
。
人
間
で
い
う
と
、
胃
袋
の

よ
う
な
役
割
で
、
愛
知
用
水
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
愛
知
池
周
回
路
で
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
湖
面
で
の
レ
ガ
ッ
タ
な
ど
、
健
康

づ
く
り
と
憩
い
の
場
と
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
愛
知
池
は
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い
感
謝
の
気
持
ち

　

愛
知
用
水
計
画
の
実
現
に
は
、
多
く
の

人
の
協
力
と
犠
牲
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
に
際
し
て
は
56
人
も
の
殉
職
者
が

あ
り
、
そ
の
慰
霊
の
碑
や
観
音
像
が
各
地

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
源
地
で
は
ダ
ム
の
底
に
ふ
る
さ
と
が

沈
ん
で
し
ま
っ
た
人
が
、
水
路
や
調
整
池

な
ど
で
は
大
切
な
土
地
を
手
放
し
た
人

が
、
数
多
く
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
の
犠
牲
や
努
力
に
対

し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
常
に

水
を
大
切
に
す
る
心
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

農
業
用
水
と
し
て
は
、
岐
阜
県
の
一
部

と
尾
張
東
北
部
、
西
三
河
西
部
お
よ
び
知

多
半
島
の
先
端
ま
で
約
１
万
５
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
で
稲
や
野
菜
な
ど
の
作
物

を
育
て
る
の
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
尾
張
東
部
浄
水
場
な
ど
で
き
れ

い
に
さ
れ
た
水
は
、
東
郷
町
を
含
む
11
市

町
の
80
万
人
以
上
の
家
庭
に
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
元
気
な
愛
知
を
支
え
る
名
古

屋
臨
海
工
業
地
帯
な
ど
の
約
80
社
で
、
工

業
用
水
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
用
水
の
水
の
利
用
状
況
を
昭
和
38

年
と
平
成
22
年
で
比
べ
る
と
、
農
業
用
水

が
65
％
か
ら
20
％
に
、
飲
料
水
が
９
％
か

ら
26
％
に
、
工
業
用
水
が
26
％
か
ら
54
％

に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
使
用
水
量
は
、
１
・
４
億

立
法
メ
ー
ト
ル
か
ら
４
・
６
億
立
法
メ
ー

ト
ル
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
愛
知
の
発
展
に
伴
い
、
愛

知
用
水
の
水
が
工
業
用
水
と
し
て
多
く
利

用
さ
れ
、
ま
す
ま
す
こ
の
地
域
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
池
の
役
割

　

東
郷
町
、
日
進
市
、
み
よ
し
市
に
ま
た

が
る
愛
知
池
は
、
愛
知
用
水
の
中
間
地
点

に
位
置
し
、
正
式
に
は
東
郷
調
整
池
と
い

※の写真は「独立行政法人水資源機構愛知用水総合管理所」提供愛知用水夢物語　その水の先に5


